
安全運転管理者選任事業所における交通事故発生状況

１ 令和８年８月末現在の特徴点

◯ ８月中の安管選任事業所からの死亡事故はありませんでした。

◯ 死亡事故累計は９件で前年同期比７件７名増加。
過去10年間の最大死者数は令和元年と令和４年の10名。

◯ 前年と比較して死者と重傷者が増加するなど重大事故が多発。

◯ 事故の類型別では、追突事故が全体の３割以上。

※ 388件中126件(32.5%)

２ 発生状況

３ 業務別の発生状況

４ 宮城県全体との比較 ～～全交通事故に占める割合が死亡事故で突出～～

安管事故月報 （８月末現在）

件　数 死　者 重　傷 軽　傷 計

388 9 9 53 404 457

381 2 2 40 410 450

+7 +7 +7 +13 -6 +7

交通事故総数

区  分 発生件数
死　亡　事　故 負　傷　者

令和８年

令和７年

増減

件　数 死　者 重　傷 軽　傷 計

63 2 2 11 65 76

66 4 73 77

-3 +2 +2 +7 -8 -1

159 4 4 13 167 180

155 2 2 17 156 173

+4 +2 +2 -4 +11 +7

166 3 3 29 172 201

160 19 181 200

+6 +3 +3 +10 -9 +1

通勤中

死　亡　事　故 負　傷　者
区  　　　　分

令和８年

令和７年

増　減

発生件数

業務中

令和８年

令和７年

増　減

令和８年

令和７年

増　減

業務外

件　数 死　者 重　傷 軽　傷 計

2,460 22 23 306 2,648 2,954

388 9 9 53 404 457

15.8% 40.9% 39.1% 17.3% 15.3% 15.5%

死　亡　事　故 負　傷　者

  県全体の事故数

  安管事業所の事故数

  県全体に占める割合

区　　　　分 発生件数



【８月単月】 単位：人

死者 重傷 軽傷 死者 重傷 軽傷 死者 重傷 軽傷 死者 重傷 軽傷
仙台中央 2 3 5
仙台南

仙台北 1 1
仙台東 1 1 1 3 2 4
泉 2 1 3
若林 1 2 1 3 2 5
石巻 4 1 5
塩釜 1 1 2 4
気仙沼

佐沼 1 3 4
登米

河北

南三陸

古川 1 1 2
大和 1 5 1 7
栗原

遠田

鳴子

加美 1 1
岩沼 2 1 2 5
大河原 1 1
白石

角田 1 1 2
亘理 1 1

2 7 21 3 21 5 49

※　事業所の所在地（警察署）別の統計であり、事故の発生地ではありません。

事業所の所在地別交通事故発生状況（単月）

ブロック 地区
業務中の事故 通勤中の事故 業務外の事故 合　　　　計

中央

沿岸

仙北

仙南

小　　　計

単位：人

死者 重傷 軽傷 死者 重傷 軽傷 死者 重傷 軽傷 死者 重傷 軽傷
仙台中央 1 9 2 13 2 21 5 43
仙台南 4 6 1 7 1 17
仙台北 1 12 1 3 10 1 3 23
仙台東 1 1 13 1 4 18 2 20 2 7 51
泉 1 8 11 5 7 6 26
若林 1 2 7 1 15 3 10 1 6 32
石巻 1 11 1 12 1 24
塩釜 1 3 14 2 13 3 30
気仙沼 1 2 1 2 1 5
佐沼 1 1 5 5 1 11
登米 1 1 2
河北
南三陸
古川 2 3 1 7 1 3 9 2 5 19
大和 2 1 22 2 16 3 40
栗原 1 1 1 4 1 6
遠田 1 1 1 1 6 3 7
鳴子 1 2 1 1 3
加美 1 2 1 1 2 3
岩沼 5 1 13 1 13 1 1 31
大河原 2 7 1 1 7 1 3 14
白石 2 1 2 5
角田 1 1 2 1 3
亘理 3 3 3 9

2 11 65 4 13 167 3 29 172 9 53 404

※　事業所の所在地（警察署）別の統計であり、事故の発生地ではありません。

中央

沿岸

仙北

仙南

合　　　計

事業所の所在地別交通事故発生状況（累月）

ブロック 地区
業務中の事故 通勤中の事故 業務外の事故 合　　　　計

【令和８年累計】



統計資料のとおり、８月中も死亡事故はありませんでしたが、年間を通じて

安全運転管理者選任事業所の従業員が関係する死亡事故、重傷事故
が増加傾向にあります。

８月中の特徴として、特に通勤中の人身事故が増加しております。出勤途中に今日の

仕事の段取りを考えて、注意力散漫になったり、帰宅時にホッとして油断せず、運転時

には運転に集中するよう指導をお願いします。

安全運転管理者の指導で、従業員を交通事故から守りましょう。


